
 

戦没者遺骨収集における同位体比分析の活用に係る検討会の開催について 

 

 

１．目的 

戦没者遺骨収集において収集した遺骨の年代測定・所属集団判定のため

に同位体比分析を活用する具体的方法や、活用にあたっての課題等を議

論・検討するために、援護担当の大臣官房審議官のもとで「戦没者遺骨収

集における同位体比分析の活用に係る検討会」（以下「検討会」とい

う。）を開催する。 

 

 

２．構成 

(1) 検討会の構成員は別紙のとおりとする（同位体比分析等の専門的知識 

を有する者）。 

(2) 検討会に座長を置き、座長は援護担当の大臣官房審議官が指名する。 

 
 
３．運営 

(1) 検討会は、原則としてＷｅｂ会議形式で開催する。 

(2) 検討会は、公開することにより率直な意見の交換が損なわれるおそれ 

があるため非公開とする。 

なお、検討会終了後、可能な範囲で資料を公表し、議事要旨をホーム 

ページにおいて公開する。 

(3) 検討会の庶務は、社会・援護局事業課において行う。 

 

 

４．その他 

このほか、検討会の運営に関し必要な事項は、座長が援護担当の大臣官

房審議官と協議の上、定める。 
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